
色のセルの部分についてご回答ください。
なお、設問によっては、プルダウンメニューから、該当の選択肢を選択していただきますようお願いいたします。

問１

修 了 生 属 性
別添の「特徴ある活躍をされている修了
生の抽出について」をご確認の上、該当
のA～Ｅのいずれの属性に含まれるかを
右側のプルダウンメニューより選択してく
だ さ い 。問２ 修 了 し た 法 科 大 学 院 名 氏 名

問３ 生 年 月 年 月
問４ 性 別
問５ 法 科 大 学 院 入 学 年
問６ 法 科 大 学 院 修 了 年 月 年 月
問７ 司 法 試 験 合 否 合 格 年
問８ 未 修 ・ 既 修 コ ー ス の 別
問９ 入 学 前 の 状 況

問10 大 学 に お け る 専 攻

以下の5項目のプルダウンメニューより、該当するものを選択してください。

問10にて、｢1」以外を選択した場合は、右
欄に具体的な内容を記入してください。

問７で「不合格」または「未受験」を選択した方に現在のお仕事をお聞きします。

以下の2項目のプルダウンメニューより、該当するものを選択してください。

問11-1

問12
問７で「合格」を選択した方にお聞きします。　

特色ある活躍をされている修了生回答シート

　特色ある活躍をされている修了生の方に、下記の質問をいたしますので、回答にご協力ください。

問９にて、｢3」を選択した場合は、右欄に
具体的な内容を記入してください。

　本シートによって得られた情報は、法科大学院協会広報委員会が管轄する、（1）法科大学院修了生の活躍状況の把
握、（2）その活躍状況の社会への発信、（3）上記（1）および（2）を踏まえた、法科大学院修了生の活躍のための今後の課
題の分析、の目的にのみ使用します。情報は、個人情報保護に関する法令に従って厳格に管理し、上記目的以外のため
には使用いたしません。また、回答者が特定されるような形で情報を公表することはありません。
　本シートのうち、氏名・職業等、個人を特定可能な情報について閲覧できるのは、法科大学院協会広報委員会のメン
バーのみです。集計等において調査作業補助者を用いる場合には、個人を特定可能な情報を閲覧できない形で、また、
守秘義務を厳守させて作業を行わせます。

＜記入の要領＞

法科大学院における開講科目のうち、現時点で振り返り、講義の受講が有益であったと考えられる科目につ
いて、お聞きします。１番から３番までの順位をつけて回答してください。科目群を10項目のプルダウンメ
ニューより選択した上で、具体的な科目名をその下の欄に記入してください。
順位は相対的なもので結構です。また、有益かどうかは、現在従事している業務に直接的に有益であるもの
以外でも構いません。
なお、役に立った科目がないという場合には、プルダウンメニューの「10」を選び、理由をその下の欄に記入し
てください。

問14-1

問７で「合格」を選択した方に現在のお仕事をお聞きします。
以下の15項目のプルダウンメニューより、該当するものを選択してください。

２番

現在のお仕事内容について具体的にお答えください。

問11-2

問13-1

現在のお仕事内容について具体的にお答えください。

問13-2

３番

１番



問17

問18

現時点でふりかえって、あるいは将来にむかって、法科大学院や法科大学院教育・法科大学院制度に
ついての要望その他を、自由に記入してください。

あなたが現時点で考えておられる、法科大学院修了のメリット・デメリットをお答えください。

■メリット

■デメリット

問16-1

法科大学院を修了していなければ、現在従事されている仕事に就けなかったと思いますか。プルダウン
メニューから選択してください。

問16-2

問16-1で「いいえ」あるいは「どちらとも言えない」と回答された方は、その理由を記入してください。

問14-2

問15

法科大学院に入学された動機やきっかけ等について、具体的にお答えください。

問14-1のプルダウンメニュー「6」～「9」で示した以下の科目のうち、出身大学院で開講されていたものの受講
しなかった科目であるが、実務に従事している現時点で振り返ると受講しておけば良かった思われる科目、あ
るいは現時点で受講したいと思われる科目があれば、回答してください（複数科目回答可）。該当する科目が
存在すれば「○」をプルダウンメニューより選択し、具体的な科目名をその下の欄に記入してください。

6.実務系臨床科目1(ﾛｰﾔﾘﾝｸﾞ､模擬裁判､ｴｸｽﾀｰﾝｼｯﾌﾟ､法文書作成等)

7.選択科目1(司法試験選択科目)

8.選択科目2(司法試験選択科目以外の選択科目)

9.基礎法･外国法科目


